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庄 原 市 敬 老 会 事 業 補 助 金 交 付 要 綱  

（ 趣 旨 ）  

第 １ 条  こ の 要 綱 は 、高 齢 者 の 長 寿 を 祝 福 し て 敬 老 の 意 を 表 し 、あ わ せ て 地 域 福 祉

の 増 進 を 図 る た め 、 各 地 域 に お い て 主 体 的 に 実 施 さ れ る 敬 老 会 事 業 の 主 催 団 体

（ 以 下「 主 催 団 体 」と い う 。）に 対 し て 、予 算 の 範 囲 内 に お い て 補 助 金 を 交 付 す

る も の と し 、そ の 交 付 に 関 し て 庄 原 市 補 助 金 交 付 規 則（ 平 成 17年 規 則 第 46号 ）に

定 め る も の の ほ か 必 要 な 事 項 を 定 め る も の と す る 。  

（ 主 催 団 体 ）  

第 ２ 条  こ の 要 綱 に お い て 、 主 催 団 体 と は 、 次 に 掲 げ る 地 域 組 織 と す る 。  

(１ ) 市 内 の 自 治 振 興 区 及 び 地 区 社 会 福 祉 協 議 会 等  

(２ ) 地 域 で 敬 老 会 事 業 を 実 施 す る た め 結 成 さ れ た 実 行 委 員 会 等 で 、市 長 が 適 当

と 認 め る も の  

（ 補 助 基 準 ）  

第 ３ 条  敬 老 会 事 業 の 対 象 地 域 に つ い て 、庄 原 市 の 住 民 基 本 台 帳 に 記 載 さ れ て い る

者 で 、敬 老 会 事 業 実 施 年 度 の 12月 末 日 現 在 に お い て 75歳 以 上 の 高 齢 者 数（ 以 下「 高

齢 者 数 」 と い う 。 ） に 、 １ 人 当 た り 1,440円 を 乗 じ た 額 を 主 催 団 体 に 交 付 す る 。  

２  前 項 の 高 齢 者 数 は 、対 象 地 域 内 に 特 別 養 護 老 人 ホ ー ム 等 の 介 護 保 険 施 設 、医 療

機 関 又 は 社 会 福 祉 施 設 等 の 入 所 施 設 が あ り 、施 設 入 所 者 を 事 業 対 象 と し な い 場 合

は 、 当 該 施 設 に 住 所 を 有 す る 入 所 者 数 を 補 助 金 交 付 対 象 者 か ら 除 く も の と す る 。 

３  敬 老 会 事 業 の 対 象 を 76歳 以 上 の 年 齢 と し た 地 域 が あ る 場 合 、第 １ 項 に 定 め る 補

助 金 交 付 対 象 年 齢 は 、 当 該 地 域 に お け る 事 業 対 象 年 齢 と す る 。  

４  敬 老 会 事 業 に 要 す る 経 費 が 前 ３ 項 に 規 定 す る 額 を 下 回 る 場 合 は 、そ の 額 を 限 度

と す る 。  

（ 補 助 対 象 経 費 ）  

第 ４ 条  補 助 金 の 対 象 は 、 敬 老 会 事 業 を 実 施 す る た め に 必 要 な 次 の 経 費 と す る 。  

(１ ) 会 議 費  

(２ ) 消 耗 品 費  

(３ ) 通 信 料  

(４ ) 報 償 費  

(５ ) 記 念 品 料  
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(６ ) 食 料 費  

(７ ) 使 用 料 及 び 賃 借 料  

(８ ) そ の 他 の 経 費 で 市 長 が 特 に 必 要 と 認 め る も の  

（ 交 付 申 請 ）  

第 ５ 条  補 助 金 の 交 付 の 申 請 を し よ う と す る 主 催 団 体 の 代 表 者（ 以 下「 申 請 者 」と

い う 。）は 、敬 老 会 事 業 補 助 金 交 付 申 請 書（ 様 式 第 １ 号 ）を 市 長 に 提 出 し な け れ

ば な ら な い 。  

（ 交 付 の 決 定 ）  

第 ６ 条  市 長 は 、前 条 に 規 定 す る 申 請 書 を 受 理 し た と き は 、当 該 申 請 に 係 る 書 類 を

審 査 の う え 、適 正 と 認 め た と き は 、補 助 金 の 交 付 額 を 決 定 し 、敬 老 会 事 業 補 助 金

交 付 決 定 通 知 書 （ 様 式 第 ２ 号 ） に よ り 申 請 者 に 通 知 す る も の と す る 。  

（ 交 付 の 方 法 ）  

第 ７ 条  補 助 金 は 概 算 払 に よ り 交 付 す る も の と す る 。  

２  市 長 は 、申 請 者 か ら 概 算 払 請 求 書（ 様 式 第 ３ 号 ）を 受 理 し た と き は 、速 や かに

補 助 金 を 交 付 す る も の と す る 。  

（ 実 績 報 告 ）  

第 ８ 条  補 助 金 の 交 付 を 受 け た 主 催 団 体 は 、当 該 敬 老 会 事 業 が 終 了 し た と き は 、敬

老 会 事 業 実 績 報 告 書（ 様 式 第 ４ 号 ）に 次 に 掲 げ る 書 類 を 添 え て 、市 長 に 提 出 し な

け れ ば な ら な い 。  

(１ ) 収 支 決 算 書  

(２ ) 前 号 に 掲 げ る も の の ほ か 、 市 長 が 指 定 す る 書 類  

（ 補 助 金 の 額 の 確 定 ）  

第 ９ 条  市 長 は 、前 条 の 規 定 に よ る 実 績 報 告 書 を 受 理 し た と き は 、速 や か に そ の 内

容 を 審 査 の う え 、適 正 と 認 め た と き は 、交 付 す べ き 補 助 金 の 額 を 確 定 し 、敬 老 会

事 業 補 助 金 交 付 額 確 定 通 知 書（ 様 式 第 ５ 号 ）に よ り 主 催 団 体 へ 通 知 す る も の と す

る 。  

２  前 項 の 規 定 に よ り 確 定 し た 補 助 額 が 概 算 払 い の 額 を 下 回 っ た と き は 、主 催 団 体

は そ の 差 額 を 直 ち に 返 還 す る も の と す る 。  

（ 関 係 書 類 の 整 備 ）  

第 10条  主 催 団 体 は 、こ の 補 助 金 に よ る 事 業 に 要 し た 経 費 の 収 支 を明ら か に し た 帳
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簿を 備 え 、か つ 、当 該 帳簿及 び証拠書 類 を 事 業完了後５ 年 を 経過す る 日 の属す る

市 の 会計年 度 の 末 日まで 保管し て お か な け れ ば な ら な い 。  

（ 補 助 金 の 返 還 等 ）  

第 11条  市 長 は 、主 催 団 体 が 次 の 各 号 の いずれ か に 該 当 す る と 認 め た と き は 、交 付

決 定 を取り 消 し 、又 は既に 交 付 し た 交 付 金 の全部若し く は一部を 返 還 さ せ る こ と

が で き る 。  

(１ ) 補 助 金 を そ の目的 以外に 使 用 し た と き 。  

(２ ) 第 ８ 条 に 規 定 す る 報 告 を し な い と き 。  

(３ ) そ の 他 市 長 が 特 に 必 要 と 認 め た と き 。  

（ そ の 他 ）  

第 12条  こ の 要 綱 に 定 め る も の の ほ か 、こ の 補 助 金 に 関 し て 必 要 な 事 項 は 、市 長 が

別 に 定 め る 。  

附  則  

（ 施 行期日 ）  

１  こ の 告示は 、公布の 日 か ら 施 行 す る 。  

（ 経過措置）  

２  第 ３ 条 の 規 定 に 関 わ らず、平 成 17年 度 か ら 平 成 19年 度まで の間の口和町及 び 高

野町に お け る 補 助 基 準 は 次 に 定 め る と お り と す る 。  

  

 平 成 17年 度  平 成 18年 度  平 成 19年 度  

口和町  70歳 以 上  71歳 以 上  72歳 以 上  

高野町  65歳 以 上  66歳 以 上  67歳 以 上  

 


